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問　道の駅『安達』下り線施設の厨房機器等の財
産取得について、設備配置計画はどのように進
めてきたのか。
答　実施設計段階で設計業者及び指定管理予定者
の株式会社二本松市振興公社と協議を重ね、必
要な備品設備の配置を検討してきた。

問　一般会計補正予算の復興まちづくり計画の計
画策定業務委託料について、具体的にはどのよ
うな事業内容なのか。
答　復興交付金を元に、今後の本市の復興事業の
洗い出し、まちづくりのグランドデザインの計
画を行い、計画に基づいて、復興計画推進や交
付金の申請に活用していくための事業内容であ
る。

問　支所の施設管理運営経費について、３支所に
太陽光発電設備を設置する計画だが、今後の方
針については。
答　市の基本的な方針としては、再生可能エネル
ギーへの取り組みを重視し、可能な限り市内の
公共施設へ今後年次計画で太陽光発電装置の設
置を進めていく考え方である。３支所について
は、今年度は実施設計費を計上し、来年度は工
事費を計上していきたい。

６月定例会で総務常任委員会に付託された議案

議案第51号 専決処分の承認を求めることについて（二本松市税条例及び二本松市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例制定について）

議案第58号 財産の取得について

議案第60号 平成24年度二本松市一般会計補正予算

机上審査の様子

建設中の道の駅「安達」下り線施設

総務常任委員会審査報告総務常任委員会審査報告
　６月11日に付託された各議案は、６月14日、机上審査が行われ、最終日の本会議で、髙橋正
弘委員長から審査の経過と結果が報告されました。
　主な審査内容をお知らせします。
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机上審査の様子

問　子ども医療費の助成について、県内のどこの市町村
でも、受給者証があれば窓口無料となるのか。

答　現状では各医師会との契約があるため、市外の医療
機関ではこれまでの手続き同様、後から償還払いとな
る。

問　最優先に進める妊婦・子どものいる世帯の除染につ
いて、事業者組合に一括して発注されるということで
あるが、一括発注と別に個人除染といった例外的なや
り方を認めてしまうと、事業を効果的、効率的に進め
る上で問題があるのではないか。

答　個人除染については、現在検討中であり詳細は未定
である。指摘の事項については十分に配慮し、対応し
たい。

問　現在の市の体制で、住宅除染作業の事務処理の対応
は困難ではないか。人的体制整備に向けた対策は。

答　現在の体制では、今後の事務処理の対応が難しい。
対策として、市役所内での応援協力体制づくりと、外
部からの臨時的雇用などを考えている。事業執行に支
障のない体制構築に向け、人員確保に努めたい。

問　今回追加となる塩化カリウム肥料について、各水田
への配分量はどのようになるのか。また、肥料の配布
の方法は。

答　放射能の吸収抑制対策としての塩化カリウムは、米
の緊急調査で４区分した地区それぞれの施用量を県と
協議し、面積に応じて決定した。地区毎の施用量の目
安については、農家の皆様に対する広報紙でお知らせ
したい。肥料の配布については、肥料業者に協力をお
願いしたいと考えている。

問　米の全袋検査の人件費と吸着アーム購入費用につい
ては、本来市が負担すべきものではない。県との協議

の中で、費用負担等についての協議はなされているの
か。

答　全袋検査の人件費、吸着アーム購入費用については、
県との協議の中で、補助対象として弾力的に対応した
いという話がされており、今後、市の負担が減額とな
ることが考えられる。

問　米の全袋検査機械は一日あたりどの程度稼働させる
のか。また、実際に検査は何日程度かかるのか。

答　検査機械の処理速度を１分間に４袋とし、一日８時
間稼働させると想定して、今年の市の米の予想収量を
基に計算すると、約25.3日かかる。実際には米の移動等
の時間も含め条件が変わるためこれより延びるが、で
きるだけ年内に検査を終わらせたい。

問　畜産業における草地除染について、岳山麓地域では、
表土の下は石が多く含まれ、反転耕で効果があるのか
疑問。混ぜるよりも今なら表土を剥ぐことで済むので
はないか。

答　草地除染の方法については、環境省のマニュアルに
沿った県の技術指導で行うことになる。表土をはいだ
場合には、その土を仮置きする場所がないため難しい。

６月定例会で市民産業常任委員会に付託された議案
議案第51号 専決処分の承認を求めることについて（二本松市税条例及び二本松市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について）
議案第52号 福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
議案第53号 二本松市印鑑の登録及び証明に関する条例及び二本松市出産祝金支給条例の一部を改正する条例制定について
議案第55号 二本松市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
議案第56号 二本松市東日本大震災による被災者に対する市民税等の減免に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第57号 二本松市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第60号 平成24年度二本松市一般会計補正予算
議案第61号 平成24年度二本松市国民健康保険特別会計補正予算
議案第62号 平成24年度二本松市工業団地造成事業特別会計補正予算

市民産業常任委員会審査報告市民産業常任委員会審査報告
　６月11日に付託された各議案は、６月14日から18日の３日間、詳細な審査が行われ、最終日
の本会議で、菅野明委員長から審査の経過と結果が報告されました。報告された審査の主な内
容をお知らせします。
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６月定例会で建設水道常任委員会に付託された議案
議案第54号 二本松市下水道条例及び二本松市安達処理区及び岩代処理区下水道条例の一部を改正する条例制定

について

議案第59号 市道路線の認定について

議案第63号 平成24年度二本松市水道事業会計補正予算

問　今回市道認定する路線はどこか。
答　今回認定するのは、２地区５路線である。具体
的な場所と名称であるが、油井字南屋敷地内にあ
る旧町営住宅への進入路として使われている道路
を南屋敷２号線として、それから、平成23年に民
間による宅地分譲が行われた油井字谷地地内の道
路４路線を谷地１号線、谷地２号線、谷地３号線
及び谷地４号線として認定する。この道路につい
ては、市で帰属を受け今回認定するものである。

問　福島県下水道公社が公益法人となることによっ
て、二本松市として何か影響は出てくるのか。
答　「財団法人福島県下水道公社」は、本年４月１
日から、県知事の認定を受け、「公益財団法人福
島県下水道公社」に法人名が改正となったもので
あり、二本松市には特に影響はない。

問　平成24年度二本松市水道事業会計において、
東日本大震災により被災した水道施設を解体する
ための補正予算を計上しているが、対象となる施
設はどこか。
答　解体するのは、舘野四丁目の杉田第２水源施
設、油井字福岡の安達第６水源施設、油井字薬師
堂の安達薬師増圧ポンプ場、根柄山ポンプ場、藤
兵内ポンプ場、旧藤兵内ポンプ場、小林増圧ポン
プ場、小林配水場及び硫黄田水源地の全９施設で
ある。

問　二本松市下水道条例及び二本松市安達処理区及
び岩代処理区下水道条例の改正は、外国人登録証
明書に関する条項の削除に伴うものであるとの説
明だが、下水道業務において外国人の申請が必要
となるのはどのような時か。
答　外国人の方が、個人として排水設備工事店の指
定を受ける時に必要となる。

机上審査の様子

東部配水池漏水修繕業務の説明を受ける様子

建設水道常任委員会審査報告建設水道常任委員会審査報告
　６月11日に付託された各議案は、６月15日に詳細な審査が行われ、最終日の本会議で、斎藤周
一委員長から審査の経過と結果が報告されました。報告された審査の主な内容をお知らせします。
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６月定例会で文教福祉常任委員会に付託された議案
議案第53号 二本松市印鑑の登録及び証明に関する条例及び二本松市出産祝金支給条例の一部を改正する条例制

定について
議案第56号 二本松市東日本大震災による被災者に対する市民税等の減免に関する条例の一部を改正する条例制

定について
議案第60号 平成24年度二本松市一般会計補正予算

問　二本松市東日本大震災による被災者に対する市
民税等の減免に関する条例の一部を改正する条例
制定については、被災者に対する介護保険料の減
免を、平成24年度においても行うためとのこと
であるが、減免に該当する人数は把握しているの
か。
答　被災した第１号被保険者は500名程度であり、
そのうち、平成23年度は約100名が減免に該当し
た。平成24年４月から９月までに、新たに第１号
被保険者になる方では16名が減免に該当すると思
われるので、申請の案内を予定している。

問　給食の食材検査機器を、新たに13台購入する
とのことだが、どのような検査機器なのか。
　　また、現在使用している検査機器は、今後どの
ように活用するのか。
答　ガンマ線スペクトロメーターの購入を予定して
いる。これにより、１品目あたりの検査時間が２
時間から約20分に短縮され、より多くの食材検査

が可能となる。
　　また、現在の検査機器については、県から貸与
されたものと日本赤十字社から譲渡されたものな
ので、それぞれと協議をしたうえで、今後の活用
方法を決定する。

問　公立学校施設災害復旧費での立木伐採等委託料
の補正額が高額であるが算定の根拠は。
答　小浜中学校の見積り額を基に算定したものであ
る。学校によっては、大型重機やクレーンでの作
業が必要となるため、今回の予算となった。

問　保育所や幼稚園敷地内で、放射線量が比較的に
高いとされる法面部分の線量低減化について、ど
のような対策を考えているか。
答　植木の刈払いや樹木の伐採、枝下ろしなどを予
定している。
　　また、保護者で草刈りなども行っていただいて
いる。

二本松南小学校で立木伐採について説明を受ける様子 小浜中学校で立木伐採について説明を受ける様子

文教福祉常任委員会審査報告文教福祉常任委員会審査報告
　６月11日に付託された議案３件について、６月14日及び15日の２日間、慎重な審査が行われ、
最終日の本会議で、本多勝実委員長から審査の経過と結果が報告されました。報告された審査の
主な内容をお知らせします。




